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�� �������� ��

���� E (MPa) 27,000 � �

����� � 0.2 � �

������ �(kg/m3) 2,300 � 1,000

���� h(%) 15������� 1,3 �� � �

����� �0(MPa) � 2.31 �

���� f � 1.0 �
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4.05MPa 

×0.0098(MPa)

1.88MPa 

×0.0098(MPa)

（a）下流側最大変位時（7.53 秒）      （b）上流側最大変位時（8.24 秒）

図-例 2.1.3 引張側主応力分布（線形動的解析）

② 圧縮破壊およびせん断破壊に対する照査

(a) 圧縮破壊に対する照査

堤体内に最も大きな応力が発生する可能性のある時刻（ダム堤体の天端が下流側または上流側に

最も変位する時刻に一致）における堤体内の発生応力のうち、圧縮側主応力の分布を図-例 2.1.4 に

示す。同図より、本ダムでは、天端の下流側への最大変位時に、下流面において最大 4.85MPa の圧

縮応力が発生している。しかし、ダムコンクリートの圧縮強度を 25.0MPa とすると、発生圧縮応力

は圧縮強度と比較してかなり小さく、圧縮破壊が生じるおそれはないと考えられる。

4.85MPa 

×0.0098(MPa)

3.94MPa

×0.0098(MPa) 

（a）下流側最大変位時（7.53 秒）        （b）上流側最大変位時（8.24 秒）

図-例 2.1.4 圧縮側主応力分布（線形動的解析）

(b) せん断破壊に対する照査

特にせん断破壊に対する安全性を確認する必要があると考えられる堤体底面（堤敷）を対象とし

て、線形動的解析の結果算定されるせん断応力、垂直応力の時刻歴から、式（例 2.1.1）により局所

せん断摩擦安全率を求めた。なお、発生応力としてはダム堤体側で代表し、強度としては表-例 2.1.2

に示す基礎地盤の強度を用いた。

τ
στ f

f s
+

= 0'
   --------------------------------------------------  (例 2.1.1)

ここに、
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② 圧縮破壊およびせん断破壊に対する照査

(a) 圧縮破壊に対する照査

ダム堤体内に最も大きな応力が発生する可能性のある時刻（ダム堤体の天端が下流側または上流

側に最も変位する時刻に一致）における堤体内の発生応力のうち、圧縮側主応力の分布を図-例 2.1.8

に示す。同図より、本ダムでは、天端の下流側への最大変位時に、堤体下流面において最大 4.94MPa

の圧縮応力が発生している。しかし、ダムコンクリートの圧縮強度を 25.0MPaとすると、発生圧縮

応力は圧縮強度と比較してかなり小さく、圧縮破壊が生じるおそれはないと考えられる。

4.94MPa 

×0.0098(MPa)

4.55MPa

×0.0098(MPa)

（a）下流側最大変位時(7.53秒)      （b）上流側最大変位時(7.74秒)

図-例 2.1.8 圧縮側主応力分布（引張破壊による損傷過程を考慮した非線形動的解析）

(b) せん断破壊に対する照査

特にせん断破壊に対する安全性を確認する必要があると考えられる堤体底面（堤敷）を対象とし

て、局所せん断摩擦安全率を求めた。底面内でその最小値が生じる時刻における局所せん断摩擦安

全率の分布を図-例 2.1.9 に示す。引張亀裂が発生していない堤体底面部位で局所せん断摩擦安全率

が 1.0 を下回るのは、引張亀裂の発生範囲から下流方向に 6m 弱の区間であり、またその継続時間

は 0.05秒以下であることから、堤体全体の安定性に及ぼす影響は小さいと考えられる。
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図-例 2.1.9 堤敷における局所せん断摩擦安全率分布

（引張破壊による損傷過程を考慮した非線形動的解析、7.48秒）
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② 圧縮破壊およびせん断破壊に対する照査

(a) 圧縮破壊に対する照査

引張亀裂に全水圧を作用させ、自重と静水圧を荷重として考慮した場合の圧縮側主応力分布を、

図-例 2.1.13に示す。勾配変化点付近からの引張亀裂先端に最大 2.83MPaの圧縮応力が発生している

が、ダムコンクリートの圧縮強度を 25.0MPaとすると、発生圧縮応力は圧縮強度と比較してかなり

小さく、圧縮破壊が生じるおそれはないと考えられる。

2.83MPa 

×0.0098(MPa)

図-例 2.1.13 地震後の圧縮側主応力分布（引張亀裂内への貯水浸入を考慮した安定性検討）

(b) せん断破壊に対する照査

堤体底面（堤敷）の引張亀裂が発生していない領域における地震後の局所せん断摩擦安全率の分布

を図-例 2.1.14に示す。同図より、底面内の引張亀裂が発生していない領域では、局所せん断摩擦安全

率は 1.0を下回っていないことから、地震後にせん断破壊が生じるおそれはないと考えられる。

図-例 2.1.14 堤敷における局所せん断摩擦安全率分布

(3) 地震後における安定性検討結果のまとめ

地震後の安定性検討の結果から、本ダムでは地震時に堤体の一部に発生した引張亀裂内に地震後貯

水が浸入しても、その亀裂が拡大するおそれはないと判断される。

3.4 地震応答解析による照査結果のまとめ 

以上の照査結果を総合すると、本ダムではレベル２地震動を考慮した場合、地震時に堤体の一部（上

流面の勾配変化点付近および堤体底面上流端付近）に引張亀裂が発生する可能性がある。しかし、そ

の範囲は堤体を上下流面間に分断するおそれはないこと、また圧縮破壊やせん断破壊は生じないか生

じても局所的なものにとどまると考えられることから、生じる損傷は限定的なものにとどまると考え
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